
＊こんな花が咲きます！

花は中輪、一重咲きで淡紅色。

開花期は３月下旬（熱海市では

２月中旬から咲くそうです）。

＊寒さにも強いそうです！

熱海生まれでも霜には強く、潮風・強風にも耐える品種です。

水産業の盛んな三陸海岸にもふさわしいですね。

＊生まれは熱海なのです！

昭和４０年、当時網代中学の

校長の角田晴彦さんが作り

出した新品種。オオシマザクラとカンザクラの掛け合わせで、

原木は静岡県熱海市の網代漁業組合の網干し場にあります。

花色が桜鯛に似ており、大漁を祈願して名づけられたそうな。

（河津桜はオオシマザクラとカンヒザクラの自然交雑種。

河津桜は昭和３０年に発見されたので、大漁桜は河津桜の

１０年後輩の親類と言えそうです。)

3、4年で花が咲き、5年も経つと立派な桜に

なるそうです。被災地の復興を思いながら

見守ってください。

http://item.rakuten.co.jp/kajoen/sakura-sakai-015/



さくらは、“ 大漁桜 ” という品種です。

潮風や霜に強く、淡紅色の花を咲かせます。

日本全国に桜の苗を供給している“日本

花の会“が三陸被災地の復興支援として

送っている苗で、大和にも２本送ってくれました。

宮城県女川町

桜守りの会

茨城県結城市

日本花の会農場

（公益財団法人）

大漁桜

大漁桜

アジサイは、私たちチームが

被災地の緑化の一助となるよう、

泉の森のアジサイを挿し木して

育てた苗です。

アジサイ

大和市

チームしらかし華の会

１０万本の桜計画が

スタートしました。

宮城県女川町と同じさくらとアジサイを

育てています。
サクラのイラスト： by Mook Keiko

桜の苗を育てる畑

桜見本園



女川町の津波桜 “さくらたん”と桜守りの会

こんなに綺麗に咲いてた桜が 津波で砕かれ、それでも花が

日本花の会の
樹木医さんが治療

FM災害女川の
若者が名付け親

（２０１１年４月）

これをきっかけに女川桜守りの会が発足しました。

残念ながら、今年さくらたんは芽を出さず、
伐採されて花壇に変わりました。 しかし、
これにめげず、女川を桜でいっぱいにしようと
桜十万本計画がスタートしました。


